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●国民健康保険料（第4期）●介護保険料（第4期）

【
個
人
情
報
】

個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
、

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
職
業
、

学
歴
、
財
産
、
趣
味
、
そ
の
他
個

人
に
関
す
る
事
実
や
評
価
な
ど
を

い
い
ま
す
。

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

市
の
機
関
が
個
人
情
報
を
正
し

く
安
全
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー

ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、
市
が
持

っ
て
い
る
自
分
の
情
報
を
見
た
り
、

誤
り
を
正
し
た
り
す
る
権
利
な
ど

を
保
証
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
権
利
や
利
益
を
守
る

た
め
の
制
度
で
す
。

【
対
象
と
な
る
機
関
】

こ
の
条
例
を
実
施
す
る
市
の
機

関
（
以
下
「
実
施
機
関
」
と
い
う
）

は
、
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業

委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
、
水
道
事
業
管
理
者
お
よ
び

消
防
長
な
ら
び
に
議
会
で
す
。

【
実
施
機
関
が
個
人
情
報
を

取
り
扱
う
場
合
の
主
な
ル
ー

ル
】①

実
施
機
関
が
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
を
行
う
と
き
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
、
市
長
に
届
け
出
を
し
ま
す
。

届
け
出
に
関
す
る
資
料
は
、
市
役

所
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
自
由

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
個
人
情
報
の
収
集
に
当
た
っ

て
は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事

務
の
目
的
を
明
確
に
し
、
必
要
最

小
限
の
範
囲
内
で
、
適
法
か
つ
適

正
に
収
集
し
ま
す
。

③
思
想
、信
条
、宗
教
お
よ
び
社

会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
個
人
情

報
は
、原
則
と
し
て
収
集
し
ま
せ
ん
。

④
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て

本
人
か
ら
収
集
し
ま
す
。

⑤
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て
収

集
の
目
的
以
外
に
利
用
し
ま
せ
ん
。

⑥
個
人
情
報
は
、
原
則
と
し
て

外
部
に
提
供
し
ま
せ
ん
。

⑦
個
人
情
報
は
、
正
確
な
も
の

に
保
ち
、
漏
え
い
や
紛
失
等
の
事

故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

⑧
必
要
の
な
く
な
っ
た
個
人
情

報
は
、
確
実
か
つ
速
や
か
に
廃
棄

し
ま
す
。

⑨
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
委

託
す
る
場
合
に
は
、
個
人
情
報
の

保
護
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
ま
す
。

【
市
民
の
権
利
】

①
自
分
の
個
人
情
報
が
ど
の
よ

う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り

た
い
と
き
、
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
た
い
と
き
な
ど
に
、
実

施
機
関
が
持
っ
て
い
る
自
分
の
情

報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
請
求

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
法
令
等
に

よ
り
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
き
は
、
請
求
さ
れ
て
も
開
示
で

き
ま
せ
ん
。
な
お
、
開
示
請
求
の

対
象
と
な
る
個
人
情
報
は
、
実
施

機
関
が
管
理
し
て
い
る
公
文
書
に

記
録
さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

②
開
示
さ
れ
た
自
分
の
情
報
に
、

事
実
の
誤
り
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

そ
の
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

③
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

実
施
機
関
が
収
集
の
制
限
や
利
用

お
よ
び
提
供
の
制
限
に
違
反
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
と
き
は
、
自
分
の
個
人
情
報
の

利
用
ま
た
は
提
供
の
中
止
な
ど
の

取
り
扱
い
の
是
正
に
つ
い
て
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
事
業
者
へ
の
啓
発
等
】

個
人
情
報
は
、
民
間
の
事
業
活

動
で
も
多
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
も

適
正
な
取
り
扱
い
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
条
例

で
は
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
事
業

者
に
は
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
い
、
市
の
施
策
に
協
力
す
る

責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
事
業
者

が
自
主
的
に
個
人
情
報
の
保
護
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
市
が
意
識
啓

発
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。
万
一
、
事
業
者

が
個
人
情
報
を
不
適
正
に
取
り
扱

っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
著
し
く
不
適
正
な
取

り
扱
い
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に

は
、
是
正
を
勧
告
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
事
業
者
が
こ
れ
ら
の
調

査
の
要
請
や
是
正
の
勧
告
に
従
わ

な
い
場
合
は
、
そ
の
事
実
を
公
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
個
人
情
報
保
護
審
査
会
】

実
施
機
関
に
よ
る
不
開
示
の
決

定
や
、
訂
正
請
求
等
に
対
す
る
決

定
に
不
服
が
あ
る
人
は
、
行
政
不

服
審
査
法
に
基
づ
く
不
服
申
し
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

れ
を
受
け
た
実
施
機
関
は
、
審
査

会
の
意
見
を
聞
い
て
再
度
決
定
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
請
求
方
法
等
】

①
請
求
で
き
る
人

実
施
機
関
が
取
り
扱
っ
て
い
る

個
人
情
報
の
本
人
で
あ
れ
ば
、
誰

で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
市
外
の
方
で
も
請
求
可
）。

②
請
求
の
方
法

開
示
請
求
等
を
し
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
市
役
所
の
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
所
定
の
請
求
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
運
転
免
許
証

や
旅
券
な
ど
に
よ
り
、
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
な
お
、

郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
。

③
請
求
に
対
す
る
決
定

開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
請
求
書
を
提
出
し
た
日
か

ら
十
五
日
以
内
に
開
示
す
る
か
ど

う
か
を
決
定
し
て
通
知
し
ま
す
。

訂
正
請
求
に
つ
い
て
は
、
原
則
と

し
て
請
求
書
を
提
出
し
た
日
か
ら

三
十
日
以
内
に
諾
否
を
決
定
し
て

通
知
し
ま
す
。

④
開
示
の
方
法
等

開
示
は
、
閲
覧
、
視
聴
、
写
し

の
交
付
（
コ
ピ
ー
）
に
よ
り
ま
す
。

⑤
費
用

個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
等
に

か
か
る
手
数
料
は
無
料
で
す
。
た

だ
し
、
写
し
の
交
付
に
よ
り
開
示

を
受
け
る
と
き
に
は
、
写
し
一
枚

に
つ
き
単
色
刷
り
十
円
の
実
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

市
が
保
有
す
る
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り

扱
い
、
個
人
の
権
利
・
利
益
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
流
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例
」
が
き
ょ
う
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 個

人
情
報
保
護
条
例

樋口恵子さんを迎えて市
議
会
第
３
回
定
例
会

９
月
　
日
に
閉
会

「人権」とは難しい問題、自分とは関
係のない一部の問題と思っていません
か。市では「人権啓発～講演と映画のつ
どい～」を10月19日に文化会館で開催し
ます。第１部が「つくろう女も男も輝く
社会」をテーマに、東京家政大学教授の
樋口恵子さん（＝写真）による講演、第
２部は、突如として老親介護の悩みを抱
えたとき、どのように向き合っていけば
よいのか、人間関係を描いた映画「老親」を上映します。この
つどいを機会に21世紀の男女共同参画のあり方や一人ひとりが
自分らしい生き方について、考えてみませんか。
▽日時＝10月19日�12時30分（開場）～▽場所＝文化会館▽
入場料＝無料※手話通訳、保育室（２歳以上の未就学児10人、
要予約。予約は10月17日�までに）あり
□問秘書広報課�７１５０－６０６３／企画経営課�７１５
０－６０６４

□問
総
務
課

�
７
１
５
０
―

６
０
６
７

防災行政無線で夕方流れる｢家路｣のメロディーが、きょうから午後４時に流れます　□問総務課�７１５０－６０６７

コスモスで秋を感じてみませんか

地域の景観形成の向上に努めようと、新川耕地（松戸・野
田有料道路料金所付近）および前ケ崎地先（常磐線北側）の
休耕田を利用して種をまいたコスモスが見頃となりました。
たくさんのコスモスに囲まれて、ゆったりと秋を感じてみま
せんか。
□問農政課�７１５０－６０８６

各
種
相
談
窓
口
を
開
設

い
ろ
い
ろ
な
悩
み
お
気
軽
に
相
談
を

【
悩
み
ご
と
（
人
権
・
行
政
）

相
談
】

▽
日
時
＝
毎
週
火
曜
10
時
〜
15

時
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
相
談
室

▽
行
政
相
談
委
員
＝
松
本
　
子
�

７
１
４
４
―

２
７
１
０
／
洞
下
登

�
７
１
５
９
―

６
２
８
５

□問
市
民
相
談
室
�
７
１
５
８
―

１
６
１
６

【
司
法
書
士
会
の
法
律
相
談
】

▽
日
時
＝
10
月
１
日
�
〜
７
日

�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）
９
時
〜

17
時
▽
場
所
＝
流
山
市
役
所
前
各

司
法
書
士
事
務
所
▽
内
容
＝
不
動

産
の
相
続
・
売
買
等
の
登
記
に
関

す
る
も
の
ほ
か

□問
幹
事
・
大
塚
�
７
１
５
８
―

八
月
二
十
九
日
か
ら
開
か
れ
て

い
た
平
成
十
四
年
市
議
会
第
三
回

定
例
会
は
、
九
月
二
十
六
日
に
最

終
日
を
迎
え
、
当
初
提
案
さ
れ
た

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案
十
八

件
お
よ
び
追
加
議
案
四
件
す
べ
て

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

０
８
４
９

【
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
】

▽
日
時
＝
10
月
19
日
�
10
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
柏
駅
東
口
ス

カ
イ
プ
ラ
ザ
柏
ピ
ロ
テ
ィ
ー
▽
内

容
＝
官
公
署
へ
の
提
出
書
類
・
手

続
き
の
相
談
ほ
か

□問
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支

部
・
富
田
�
７
１
５
９
―

９
４
６

６
【
公
証
相
談
】

▽
日
時
＝
10
月
3
日
�
13
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
松
戸
市
役
所
▽
内

容
＝
遺
言
・
契
約
等
の
公
正
証
書

の
作
成
に
つ
い
て

□問
松
戸
公
証
役
場
�
０
４
７
―

３
６
３
―

２
０
９
１

き
ょ
う
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

人権啓発～講演と映画のつどい～

10月19日

26
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障
害
を
持
つ
方
を
対
象
と
す
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
平
成
十

五
年
四
月
か
ら
、「
措
置
制
度
」
か

ら
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
る
こ

と
は
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
九
月

一
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
支
援
費
支
給
申
請
の
方

法
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
た
方
も
、
支
援
費
の

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
は
、
改
め
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
場
所
＝
障
害
者
支
援
課

▽
申
請
人
＝
本
人
ま
た
は
本
人
が

18
歳
未
満
の
場
合
は
保
護
者
が
申

請
。
代
わ
り
の
人
が
「
代
理
人
」

と
し
て
申
請
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
▽
種
類
＝
左
表
参
照
▽
申
請
期

間
＝
左
表
参
照
▽
申
請
書
類
＝
支

給
申
請
書
、
添
付
書
類
（
本
人
お

よ
び
扶
養
義
務
者
の
収
入
・
課
税

状
況
な
ど
が
把
握
で
き
る
書
類
）、

医
師
の
診
断
書
（
市
が
必
要
と
認

め
た
場
合
に
提
出
）
▽
そ
の
他
＝

今
月
、
対
象
者
に
は
、
申
請
書
や

申
請
書
の
記
入
方
法
、
説
明
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

を
同
封
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
（
ア
ン
ケ
ー
ト
は

十
月
末
日
ま
で
に
返
信
を
）。

10
月
か
ら「
支
援
費
制
度
」の

申
請
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

私
た
ち
の
生
活
に
深
く
か
か
わ

り
の
あ
る
施
設
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
市
内
施
設
見
学
会
を
今
月

十
八
日
に
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
老
人
保
健
施
設
な
ど

を
バ
ス
で
見
学
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
10
月
18
日
�
※
雨
天

決
行
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
①
江

戸
川
台
駅
西
口
時
計
台
前
／
８
時

45
分
②
文
化
会
館
／
９
時
③
東
部

公
民
館
／
９
時
25
分
▽
見
学
先
＝

ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
流
山
（
老
人

保
健
施
設
）、
流
山
工
業
団
地
、
清

掃
事
務
所
、
北
千
葉
広
域
水
道
企

業
団
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住

の
方
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
持
ち

物
＝
昼
食
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
秘

書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
３

10月18日にバスで見学
きょう1日から電話で申し込みを

市内施設見学会

来
年
四
月
に
入
園
す
る
流

山
・
東
・
江
戸
川
台
の
各
市
立

幼
稚
園
と
市
内
の
私
立
幼
稚
園

の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

【
市
立
幼
稚
園
】
▽
幼
稚
園

名
＝
流
山
幼
稚
園
（
流
山
９
丁

目
�
７
１
５
８
―

１
２
７

０
）
／
東
幼
稚
園
（
松
ケ
丘
３

丁
目
）
�
７
１
４
４
―

２
０
０

１
）
／
江
戸
川
台
幼
稚
園
（
江

戸
川
台
東
３
丁
目
）
�
７
１
５

２
―

０
３
５
３
）
▽
対
象
＝
平

成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
（
幼

児
、
保
護
者
と
も
市
内
在
住
の

方
）
▽
定
員
＝
各
園
30
人
▽
入

園
料
＝
５
０
０
０
円
▽
授
業

料
＝
月
額
７
０
０
０
円
▽
入
園

案
内
、
願
書
の
配
布
＝
10
月
15

日
（
水
・
土
・
日
曜
を
除
く
14

時
〜
16
時
）
か
ら
各
幼
稚
園
で

▽
願
書
受
付
＝
11
月
１
日
〜
７

日
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

14
時
〜
16
時
）
に
各
幼
稚
園
へ

【
私
立
幼
稚
園
】
▽
幼
稚
園

名
＝
こ
の
は
な
幼
稚
園
（
流
山

２
丁
目
�
７
１
５
８
―

０
２
６

４
／
江
戸
川
台
ひ
ま
わ
り
幼
稚

園
（
富
士
見
台
１
丁
目
�
７
１

５
２
―

０
４
３
５
）
／
神
愛
幼

稚
園
（
東
初
石
５
丁
目
�
７
１

５
４
―

１
２
５
９
）
／
一
の
台

幼
稚
園
（
東
深
井
�
７
１
５
２

―

３
０
５
９
）
／
平
和
台
幼
稚

園
（
平
和
台
４
丁
目
�
７
１
５

８
―

５
６
１
７
）
／
八
木
幼
稚

園
（
長
崎
２
丁
目
�
７
１
４
４

―

７
７
９
０
）
／
黒
川
幼
稚
園

（
前
ケ
崎
�
７
１
４
５
―

９
５
０

１
）
／
み
や
ぞ
の
幼
稚
園
（
宮

園
２
丁
目
�
７
１
５
９
―

３
９

５
４
）
／
南
流
山
幼
稚
園
（
流

山
�
７
１
５
９
―

７
０
５
０
）

▽
入
園
案
内
、
願
書
の
配
布
＝

10
月
15
日
か
ら
▽
願
書
受
付
＝

11
月
１
日
に
各
幼
稚
園
へ

□問
各
幼
稚
園

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
を
対
象
に
、「
就
学
時

健
康
診
断
」
を
十
一
月
一
日
か

ら
各
小
学
校
区
単
位
で
行
い
ま

す
。
こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校

生
活
で
の
健
康
の
大
切
さ
に
つ

い
て
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
も
の
で
す
。

こ
の
診
断
で
万
一
、
病
気
な

ど
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、

必
要
な
治
療
を
勧
め
、
元
気
に

新
し
い
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

で
す
。

該
当
す
る
児
童
の
保
護
者
に

は
、
今
月
中
旬
に
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
。
届
か
な
い
場
合
や

不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
学

校
教
育
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
会
場
（
学
校
区
）
／
期

日
＝
①
小
山
小
・
長
崎
小
／
11

月
１
日
�
②
流
山
北
小
／
11
月

５
日
�
③
流
山
小
・
西
初
石

小
／
11
月
６
日
�
④
新
川
小
／

11
月
７
日
�
⑤
八
木
北
小
・
向

小
金
小
・
南
流
山
小
／
11
月
８

日
�
⑥
東
小
・
東
深
井
小
・
鰭

ケ
崎
小
／
11
月
12
日
�
⑦
八
木

南
小
／
11
月
14
日
�
⑧
江
戸
川

台
小
／
11
月
18
日
�
⑨
西
深
井

小
／
11
月
20
日
�
▽
時
間
＝
い

ず
れ
も
13
時
（
受
け
付
け
）
〜

▽
対
象
＝
来
春
小
学
校
に
入
学

予
定
の
児
童
▽
内
容
＝
内
科
・

歯
科
等
の
検
診
と
簡
単
な
発
達

検
査
▽
申
し
込
み
＝
当
日
各
小

学
校
で
受
け
付
け

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
４

総
務
省
で
は
、
十
月
一
日

現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査

を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
就
業
・
不
就
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
全
国
お
よ

び
地
域
別
の
就
業
構
造
に
関

す
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

流
山
市
に
お
い
て
は
、
二

十
の
地
域
の
世
帯
を
対
象
に

抽
出
調
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
員
が
調
査
世
帯
へ
伺
っ
た

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

□問
総
務
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
７

11
月
1
日
か
ら「
就
学
時
健
康
診
断
」

各
小
学
校
区
単
位
で
実
施

就業・不就業の
実態を調査

～調査の際にはご協力を～

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
は
「
違
反

建
築
防
止
週
間
」
で
す
。

わ
た
し
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

は
、
建
築
物
が
安
全
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
住
み
よ
い
街
に
す
る
に
は
、
お

互
い
に
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
新
築
や
増
改

築
を
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
あ

る
建
築
物
に
つ
い
て
も
建
築
基
準
法
に
適
合

し
て
い
る
か
ど
う
か
建
築
士
と
よ
く
相
談
し
、

安
全
な
建
築
物
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
住
み

や
す
い
街
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
期
間
中
、「
公
開
建
築
パ
ト
ロ

ー
ル
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

□問
建
築
指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
８

10
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」

10月27日�は
参議院千葉県選出議員補欠選挙の投票日（予定）です

～大切な一票です　必ず投票しましょう～

投票時間は、午前７時から午後８時までです。
なお、不在者投票は、10月10日から26日までの土・日曜、祝日を
含む毎日、市役所で午前８時30分から午後８時までできます。
□問市選挙管理委員会事務局�７１５０－６１００

「流山市環境基本計画」の策定に向けて
市民委員会を設置

～市民と協働で計画づくり～

地球温暖化や廃棄物の問題等、今日の環境問題の原因は、通常の事業活動や私た
ち一人ひとりの日常生活にあると言われています。
このため市では、環境の保全および創造に関する施策の総合的かつ計画的な推進
を図るため、「流山市環境基本計画」を平成15年度までに策定していきます。
この環境基本計画の策定に当たっては、市民の意見を聴きながら創り上げていく
ことが求められているため、一般公募による市民10人と学識経験者等を混じえた17
人の委員による「市民委員会」を設置しました。また、庁内に関係職員で構成する
「流山市環境基本計画策定委員会・同部会」を設置しました。
８月31日に開催された市民委員会では、各地区ごとの現状把握と課題について活
発な意見が交換されました。
今後のスケジュールとしては、資源化・エネルギー有効利用など個別施策のほか、
市民、事業者および市の役割や計画の推進体制などについて市民委員会の中で意見
集約し、策定委員会でまとめ、平成14年度中に素案を策定していく予定です。
□問環境保全課�７１５０－６０８３

　申請の種類 

在
宅
支
援 

施
設
支
援 

在
宅
支
援 

施
設
支
援 

　家でサービスを受けることができ
ます。希望するサービスの種類ごと
に申請をしてください。 
�居宅介護（ホームヘルプサービス） 
�デイサービス 
�短期入所（ショートステイ） 
�知的障害者地域生活援助（グル 
　ープホーム） 

※現在支援費
制度の対象と
なるサービス
を受けている
方も申請が必
要です 

　施設に入所または通所のサービスを
受けることができます。希望する施設
の種類ごとに申請してください。 
�身体障害者更生施設 
�身体障害者療護施設 
�身体障害者授産施設 
�知的障害者更生施設 
�知的障害者授産施設 
�知的障害者通勤寮 
�心身障害者福祉協会が設置する 
　福祉施設（国立コロニー） 

※現在施設を
利用している
方は、支援制
度が始まって
から1年間は
そのままサー
ビスを受けら
れる経過措置
があります 

　申請期間（在宅支援の申請の場合は地区ごとに申請期間
が異なりますので地区を確認のうえ、下表により申請期間
内に申請してください） 
【北部地区】…平成14年10月1日～10月31日 

深井新田、平方村新田、西深井、東深
井、平方、美原、中野久木、北、小屋、
こうのす台、富士見台、江戸川台東、
江戸川台西 

【中部地区】…平成14年11月1日～11月29日 
下花輪、大畔、若葉台、東初石、西初
石、駒木、駒木台、青田、十太夫、美
田、桐ケ谷、谷、上貝塚、三輪野山、
上新宿、上新宿新田、 南、市野谷 

【南部地区】…平成14年12月2日～12月27日 
流山、加、西平井、鰭ケ崎、木、南流
山、平和台 

【東部地区】…平成15年1月6日～1月31日 
野々下、長崎、前ケ崎、向小金、名都
借、松ケ丘、西松ケ丘、宮園、中、芝
崎、古間木、前平井、後平井、思井   

①現在施設に入所中の方は、経過措置があるため、
平成15年度中に支援費の支給申請をしてください。
なお、申請時期については個々に通知します。 
②新規に申請する方は、平成14年10月1日から平成
15年3月末日までに申請してください。 

相談と問い合わせ　障害者支援課�7150－6081

市立・私立（市内）の
幼稚園児を募集



（３） 平成14年10月１日（火曜日） 第１０２７号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第4火曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4844

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

※27日を除く 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福 祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

10：00～15：00毎週火曜 

※要電話予約 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 
妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※11日からの参加者は４日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

15日・17日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成14年６月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

8日・9日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

1日・3日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

28日　13：00～14：00 保健センター  

22日　　9：30～10：30 保健センター  

平成13年３月生まれの幼児対象 

平成11年７月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
7日・21日・29日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（29日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相
談など。健康手帳・検診記録カードを持っている
方は持参 

リハビリ教室  

7日・21日・28日 

2日・9日・16日・23日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  24日 
整形外科的な心配のあ
る18歳未満の子ども対象。
母子健康手帳を持参 

アルコール問題を抱えている
本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

発 達 相 談  

心の健康相談  

女性クリニック相談 
24日 

首が座らない、歩かないなどの発
達の遅れが心配な0～1歳児対象。
母子健康手帳を持参※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談  

7日 
14日 
 
精神病や神経症など、心の
病で悩んでいる方対象。医
師による相談は要予約 

4日 
11日 
18日 
25日 

8日 
15日 
 

思春期、人工妊娠中絶、不妊、
乳がん、子宮がん、更年期障
害の相談※要予約 

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

南流山センター 25日　10：00～15：00

31日　  9：45～10：00 南流山福祉会館 

23日　 10：15～10：30 保健センター  

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

月曜コース 

10：00～15：00毎月第３水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

東 部 公 民 館  10：00～15：0011日 
※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

保健センター  
4日・11日・18日・25日 
　　　12：30～12：50

保健センター   3 日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  11日　10：00～15：00

※11日は9：45～10：00

江戸川台福祉会館 17日　10：00～15：00

〃 

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者
に個人通知 

今月は開催しません 

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は

11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番

制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を

□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

「
結
核
」
と
い
う
と
「
昔
の
病
気
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
こ
の
病
気
が

消
滅
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
と
し
も
各
会
場
で
結
核
・
肺
が
ん
検
診
を
行

っ
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。
初
め
て
の
方
な
ど
受

診
票
が
な
い
場
合
で
も
、
当
日
会
場
で
受
診
で
き

ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
診
を
。

※
詳
細
は
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
８
月
15
日
号

を
参
照

□問
保
健
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ン
タ
ー
�
７
１
５
４
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３
３
１

身
体
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
促
進
を
目
的
と
し
た
「
身
体

障
害
者
補
助
犬
法
」
が
、
き
ょ
う

一
日
か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
の
主
な
内
容
は
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
事
業

者
、
不
特
定
多
数
の
人
が
利
用
す

る
施
設
の
管
理
者
等
は
、
こ
れ
ら

の
施
設
を
身
体
障
害
者
が
利
用
す

る
場
合
、
身
体
障
害
者
補
助
犬
の

同
伴
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
宿
泊
施
設
や

飲
食
店
な
ど
の
不
特
定
多
数
の
人

が
利
用
す
る
施
設
は
、
平
成
十
五

年
十
月
か
ら
施
行
）。

こ
の
法
律
で
認
め
ら
れ
る
「
補

助
犬
」
と
は
、
①
目
の
不
自
由
な

人
の
歩
道
な
ど
を
安
全
に
誘
導
す

る
盲
導
犬
②
手
足
の
不
自
由
な
人

の
た
め
の
動
作
を
助
け
る
介
助
犬

③
耳
の
不
自
由
な
人
な
ど
の
耳
の

代
わ
り
を
す
る
聴
導
犬
│
│
で
す
。

ま
た
、
補
助
犬
に
ま
ち
で
出
会

っ
た
場
合
に
は
、
む
や
み
に
触
っ

た
り
声
を
か
け
た
り
、
食
べ
物
を

与
え
る
こ
と
な
ど
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

□問
障
害
者
支
援
課
�
７
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５
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10月1日から「身体障害者補助犬法」がスタート
～身体障害者の自立と社会参加を促進～

歯
槽
膿
漏
（
し
そ
う
の
う

ろ
う
）
や
歯
肉
炎
な
ど
の
歯

周
疾
患
を
、
早
期
発
見
・
治

療
す
る
た
め
の
検
診
を
市
内

の
指
定
医
療
機
関
（「
保
健
だ

よ
り
」
参
照
）
で
、
実
施
し

て
い
ま
す
。

生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
健

康
な
生
活
を
送
る
秘
訣
で

す
。職

場
等
で
検
診
を
受
け
る

機
会
が
な
い
方
や
現
在
治
療

中
以
外
の
方
は
、
年
に
一
度

は
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
実
施
期
間
＝
通
年
▽
対

象
＝
40
歳
以
上
の
市
民
▽
内

容
＝
歯
周
疾
患
等
の
検
査
▽

自
己
負
担
額
＝
３
４
０
円
※

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
は
無
料
と
な
り

ま
す
の
で
、
証
明
で
き
る
も

の
を
持
参
①
老
人
医
療
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
た
方
②

生
活
保
護
世
帯
の
方
③
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
方

▽
申
し
込
み
＝
直
接
指
定
医

療
機
関
へ
※
診
療
時
間
等
を

事
前
に
確
認
・
予
約
の
う
え
、

住
所
、
年
齢
等
を
確
認
で
き

る
も
の
を
持
参

□問
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歯
周
疾
患
の
検
診
は

市
内
の
指
定
医
療
機
関
で

柏
保
健
所
で
は
、「
精
神
障
害
者

の
作
業
所
等
の
施
設
や
地
域
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
い
」
な

ど
│
│
と
い
う
方
を
対
象
に
、

「
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日=

講
義
…
10
月
28
日
�
、

11
月
５
日
�
・
26
日
�
／
実
習
…

11
月
７
日
〜
25
日
の
う
ち
１
日
▽

時
間
＝
10
時
〜
16
時
※
11
月
26
日

は
12
時
ま
で
▽
場
所
＝
柏
保
健
所

ほ
か
▽
対
象
／
定
員
＝
講
座
終
了

後
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
方
で
全
日
程

参
加
で
き
る
方
／
20
人
（
多
数
抽

選
）
▽
内
容
＝
精
神
疾
患
に
よ
る
生

活
障
害
の
知
識
の
習
得
と
精
神
障

害
者
の
作
業
所
等
で
の
実
習
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
10
月

10
日
ま
で
に
電
話
で
柏
保
健
所
へ

□問
柏
保
健
所
�
７
１
６
７
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結核・肺がん検診は
この機会に受診を

柏保健所で「精神保健福祉ボランティア講座」を開催
～10月10日までに電話で申し込みを～

8�…午前のみ 
8�…午後のみ 
9��
10�  
17� 
22��
24��

市民総合体育館 
思井福祉会館 
松ケ丘自治会館 
文化会館 
江戸川台福祉会館 
東深井福祉会館 
南流山センター 

会　場 10月の実施日 

　受付時間：9時30分～11時30分、13
時30分～15時30分（ただし、網掛けの
午前中は女性のみ。午後は男女混合で受
け付け） 
　※当日は、無地でボタンや金具のない
下着またはTシャツなどであれば、着用
したまま受診できます 

保健センター 7�、11�、16�、 
18�、21�、23��

　結核・肺がん検診受診案内 

補助犬はこんな「しごと」をします
◎盲導犬…目の見えない人の代わりに、歩道を

まっすぐ歩いたり、歩行中の障害物
などを避けるなどして目の見えない
人を安全に誘導します

◎介助犬…手足の不自由な人の日常生活の動作
（ドアの開閉や落し物を拾うなど）を
助けます

◎聴導犬…耳の不自由な人などの耳の代わりに、
赤ちゃんの泣き声や自動車のクラク
ション、火災報知器、非常ベルの異
常音などを知らせます



平成14年10月１日（火曜日） （４）

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
ま
る

市
観
光
協
会
主
催
の
第
三
十
一

回
流
山
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
に
は
、
松
戸
市
在
住

の
萩
原
淳
司
さ
ん
の
作
品
「
惜
し

ま
れ
る
花
び
ら
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
流

山
市
の
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景

や
イ
ベ
ン
ト
、
ま
つ
り
等
を
被
写

体
と
し
た
も
の
で
、
観
光
宣
伝
に

効
果
の
あ
る
も
の
」
と
「
姉
妹
都

市
（
福
島
県
相
馬
市
、
長
野
県
信

濃
町
）
を
訪
ね
て
」
の
二
つ
の
テ

ー
マ
で
、
市
内
外
か
ら
風
景
・
行

事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
（
八

十
八
点
）
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
者
は
、次
の
と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

▽
最
優
秀
賞
＝
萩
原
淳
司
（
松

戸
市
）
▽
優
秀
賞
＝
清
水
賢
介

（
平
方
）、
今
西
暢
之
（
松
戸
市
）

▽
入
選
＝
甲
谷
利
春
（
野
田
市
）、

今
平
教
道
（
野
々
下
２
丁
目
）、
矢

島
英
樹
（
柏
市
）
▽
佳
作
＝
雁
部

弥
生
（
野
々
下
３
丁
目
）、
芝
野
好

成
（
流
山
６
丁
目
）、
宮
野
光
三
郎

（
江
戸
川
台
東
１
丁
目
）、
岡
田
孝

雄
（
東
初
石
１
丁
目
）、
亀
崎
鎌
太

郎
（
平
和
台
５
丁
目
）
▽
千
葉
県

観
光
協
会
賞
＝
東
海
林
精
孝
（
東

深
井
）
▽
姉
妹
都
市
賞
＝
鈴
木
克

政
（
松
戸
市
）
▽
市
観
光
協
会

賞
＝
高
橋
正
福
（
前
ケ
崎
）

□問
商
工
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優秀賞「田植えの頃」 清水賢介さん

優
秀
賞
「
ヂ
ン
ガ
ラ
餅
」

今
西
暢
之

さ
ん

第31回

最優秀賞「惜しまれる花びら」 萩原淳司さん

！

老人保健の対象年齢が７５歳以上に 
　老人保健で医療を受ける方の対象年齢が70
歳以上から75歳以上（一定の障害のある方は65
歳以上）に引き上げられます。ただし、平成14年
9月30日現在で既に70歳以上の方（昭和７年9月
30日以前に生まれた方）は、引き続き老人保健
で医療が受けられます｡昭和7年10月1日以降に
生まれた方は、75歳になるまで引き続き現在加入している医療保険で医療を受けられ、
75歳になると老人保健で医療を受けることになります｡ 

　きょう10月1日から医療制度が改正されます。これに伴い、70歳以上
の方、1歳以上3歳未満の幼児の医療費の自己負担割合をはじめとする
医療のさまざまなしくみが変わります。今号では、国民健康保険と老人保
健の改正内容の概要をお知らせします。 

国民健康保険の 
　　ここが変わります 

老人保健の 
　　ここが変わります 

1

2

７５歳未満の方は国保で診療 
　国保加入者（退職者医療制度該当者を含む）で昭和７年10月１日以降に生ま
れた方は､75歳になるまでは、国保で医療を受けることになります｡ 

医療機関の窓口で支払う一部負
担金が年齢によって変わります 
　１歳以上３歳未満の幼児の一部負担
金が３割から２割になります。また、70
歳以上の高齢者の一部負担金も１割に
なります（一定以上所得者（注１）は２割）。 

3 高額療養費の自己負担限度額
が変わります 
　同じ人が同じ月に、同一の医療機関に支
払った自己負担額が限度額を超えた場合、
超えた部分が高額療養費として支給され
ます｡自己負担限度額は、低所得者は据え置
きですが、一般や上位所得者（注2）は見直さ
れました。また、70歳以上75歳未満の方の
自己負担限度額が新たに設定されました｡ 

3 老人保健の自己負担限度額が変わります 
　１カ月に医療機関に支払った一部負担金が自己負担限度額を超えた場合は、超えた
分が老人保健から払い戻されます（高額医療費の支給）。外来診療については、限度額は
個人ごとに計算され、入院については限度額までの支払いとなります。同じ世帯の全て
の外来と入院の一部負担金を合算して世帯単位の限度額を超えた分が払い戻されます。 

2 一部負担金が所得に応じて１割または２割に 
　老人保健で医療を受けたときに支払う自己負担は、外来・入院ともかかった費用の１
割（一定以上所得者（注１）は２割）となり、外来の月額上限制および診療所における定額負
担選択制を廃止します｡ 

1

１歳未満　　　　　　  ０割 
一般（1歳以上70歳未満）　3割負担 
※退職者医療制度該当者の本人 
および被扶養者の入院は2割 

1歳未満　　　　　　  ０割 
1歳以上3歳未満　　　 2割負担 
3歳以上70歳未満　　  3割負担 
※退職者医療制度該当者の本人および 
　被扶養者の入院は２割 
70歳以上75歳未満　   1割負担 
（一定以上所得者（注１）は2割負担） 

7 0 歳 以 上  
7 5歳未満の
方 

7 0歳未満の
方 

医療機関の窓口には、これまでどおり国保の保険証を提示します｡医療
機関では､保険証に記載の生年月日により患者負担の割合を判断します。 

医療機関の窓口には、国保の保険証と市から交付される国民健康保険
高齢受給者証を提示します｡患者の負担割合は､所得により１割または
２割ですが､医療機関では､この負担割合の違いを国民健康保険高齢受
給者証により判断します。なお、国民健康保険高齢受給者証は、該当者
に順次送付します。 

医療機関のかかり方 

　※70歳以上75歳未満の低所得の方は、｢国民健康保険限度額適用・標準負担額減額認
定証｣を医療機関に提示すれば､患者負担の限度額および入院時の食事負担が少なくて
済みます｡この認定証は､市の国保の窓口に申請をし､認められた場合に交付されます 

　医療機関の窓口には、これまでどおり「加入している保険証」｢老人医療受給者証｣｢健
康手帳｣を提示します。 
　患者の負担割合は､所得により１割または２割ですが､医療機関では､この負担割合の
違いを老人医療受給者証により判断します。 
　※所得の低い方は｢老人医療の限度額適用・標準負担額減額認定証｣を医療機関に提
示すれば､患者負担の限度額および入院時の食事負担が少なくて済みます｡この認定証は､
市の老人保健の窓口に申請をし､認められた場合に交付されます 

医療機関のかかり方 

平成１４年９月３０日まで 

かかった費用の１割負担（1カ月に 
3,200円、大病院では5,300円まで負担） 
または定額制の診療所では１日につき
850円 
入院：かかった費用の１割負担（上限あり） 

平成１４年９月３０日まで 

かかった費用の１割負担 
ただし、 
一定以上所得者（注１）は２割負担（外来の
月額上限制および診療所の定額負担選
択制は廃止） 

平成１４年１０月１日から 

平成１４年９月３０日まで 

平成１４年１０月１日から 

平成１４年１０月１日から 

※ ［　］内の数字は年４回以上高額療養費の払い戻しを受ける場合の４回目以降の自己負担限度額 
※ 70歳未満は同一医療機関の支払い、70歳以上75歳未満はすべての医療機関の支払いが対象になります 
 

※［　］内の数字は年４回以上高額医療費の払い戻しを受ける場合の４回目以降の自己負担限度額 
※すべての医療機関の支払いが対象になります 

70
歳
未
満 

上位所得者 
注2 

一　　般 

一　　般 

121,800円 
　＋(医療費－609,000円) 
　　×1％［70,800円］ 

  63,600円 
　＋(医療費－318,000円) 
　　×1％［37,200円］ 

低所得者 
(市民税非 
  課税世帯) 
 

35,400円[24,600円]

70
歳
以
上
75
歳
未
満 

一定以上所得者 

市民税 
非課税 
世帯 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

一　　般 

低所得者  
(市民税非 
課税世帯)

40,200円 

40,200円 12,000円 

8,000円 

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと） 

72,300円＋(医療費 
－361,500円) 
×1％[40,200円] 

 24,600円 

 15,000円 

70
歳
未
満 

上位所得者　 139,800円＋(医療費－699,000円) 
×1％［77,700円］ 
 

72,300円＋(医療費－361,500円) 
×1％[40,200円]  
 

据え置き 

注1

注2

注3

注4

平成１４年９月３０日まで 

一　　般 
70
歳
以
上 

3,200円 
（ベッド数 
200以上の 
病院 
5,300円） 

外 来 入 院 

高齢者支援課�7150－6080

（用語の説明） 
注１）一定以上所得者…課税所得が124万円以上の高齢者およびその者と同一世帯に属する高齢者※ただし、高齢

者およびその者と同一世帯に属する高齢者の収入の額が637万円（高齢者が１人の場合は450万円）に満たな
い場合には、申請により一般として扱う 

注２）上位所得者…国民健康保険料の算定基礎となる基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯 
注３）低所得者Ⅱ…世帯主および世帯員全員が市民税非課税の方。例えば､単独世帯の場合で、年収267万円以下（年

金収入のみ）の方 
注４）低所得者Ⅰ…世帯主および世帯員全員が市民税非課税で、世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する方。例

えば、単身世帯で年収65万円以下（年金収入のみ）、夫婦２人世帯で年収130万円以下（年金収入のみ）の方 

低
所
得
者 

市民税非 
課税世帯 

老齢福祉 
年金受給者 

37,200円 

24,600円 

15,000円 

平成１４年１０月１日から 

一　　般 

75
歳
以
上 

42,000円 

40,200円 

24,600円 

15,000円 

12,000円 

8,000円 

外来（個人ごと） 外来＋入院（世帯ごと） 

市
民
税
非 

課
税
世
帯 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

72,300円＋(医療費 
－361,500円) 
×1％[40,200円] 
 

一定以上所得者 
注１ 

問 国保年金課�7150－6077問 

注3

注4

今までの医療保険 
老人保健 



ケ
ロ
ク
ル
プ
ラ
ン
で

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

（５） 第１０２７号

第
２
期
ケ
ロ
ク
ル

プ
ラ
ン
を
推
進
中

十
月
は
「
３
Ｒ
推
進
月
間
」
で

す
。
国
で
は
、
平
成
三
年
よ
り
毎

年
十
月
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
月

間
」
と
定
め
、
啓
発
普
及
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
か
ら

従
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）

に
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の
排

出
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）

を
加
え
、
月
間
の
名
称
を
「
３
Ｒ

（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ

イ
ク
ル
）
推
進
月
間
」
と
改
め
ま

し
た
。

市
で
も
、
平
成
十
一
年
度
か
ら

「
ご
み
減
量
・
資
源
化
行
動
計
画
」

（
ケ
ロ
ク
ル
プ
ラ
ン
）
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
人
と
環
境
が
調
和
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
型
都
市
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
①
不
用
品
を
作

ら
な
い
②
不
用
品
を
ご
み
に
し
な

い
で
再
生
利
用
③
ご
み
の
中
か
ら

資
源
を
回
収

―
の
三
原
則
を
守

り
な
が
ら
、
市
民
・
事
業
者
・
市

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ご
み
の

減
量
・
資
源
化
を
進
め
る
も
の
で
、

引
き
続
き
平
成
十
七
年
度
を
目
標

年
度
と
し
、
市
民
一
人
当
た
り
の

一
日
の
ご
み
排
出
量
八
百
三
十
グ

ラ
ム
以
下
、
資
源
化
率
三
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
の
目
標
値
を
設
定

し
、
今
年
度
か
ら
第
二
期
ご
み
減

量
・
資
源
化
行
動
計
画
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
の
抑
制
や
事

業
系
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
む
中
、

市
の
委
嘱
を
受
け
た
約
百
七
十
人

の
「
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
」
も

ケ
ロ
ク
ル
プ
ラ
ン
の
周
知
や
自
治

会
内
で
の
ご
み
減
量
・
資
源
化
の

啓
発
推
進
活
動
、
ご
み
集
積
所
の

調
査
・
報
告
、
地
域
住
民
の
意

見
・
要
望
の
収
集
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
な
が
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電
池
に
は
使
い
切
り
の
乾
電
池

と
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
、

シ
ェ
ー
バ
ー
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
ス
テ

レ
オ
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
充
電

し
て
繰
り
返
し
使
え
る
充
電
式
電

池
が
あ
り
ま
す
。
充
電
式
電
池
は

貴
重
な
資
源
を
含
ん
で
い
る
た
め
、

電
池
メ
ー
カ
ー
に
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

電
気
製
品
が
不
要
に
な
っ
た
り

し
た
場
合
、
充
電
式
電
池
は
乾
電

池
と
別
に
し
て
、
ご
み
と
し
て
出

さ
ず
に
、
充
電
式
電
池
リ
サ
イ
ク

ル
協
力
店
（
下
表
参
照
）
に
あ
る

「
充
電
式
電
池
リ
サ
イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
ご
み
減
量
・
資
源
化

が
家
庭
で
も
気
軽
に
で
き
る
生
ご

み
肥
料
化
処
理
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
・
電
動
機
械
式
等
）
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
肥
料
化
処
理
器
は
、
家

庭
で
出
た
生
ご
み
を
有
機
肥
料
と

し
て
家
庭
菜
園
な
ど
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
＝
市
税
を
完
納
し
、
市

内
に
設
置
場
所
を
有
す
る
市
民
▽

補
助
額
＝
①
生
ご
み
肥
料
化
処
理

容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等
）
…

１
器
６
０
０
０
円
を
限
度
に
購
入

金
額
の
２
分
の
１
を
補
助
（
１
世

帯
で
３
年
に
つ
き
３
器
ま
で
）
②

生
ご
み
肥
料
化
処
理
機
器
（
電
動

充
電
式
電
池
の
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

ケ
ロ
ク
ル
プ
ラ
ン
で

ご
み
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

生
ご
み
肥
料
化
処
理
器
の

購
入
費
の
一
部
を
補
助

機
械
式
等
）
…
１
器
４
０
０
０

０
円
を
限
度
に
購
入
金
額
の
２

分
の
１
を
補
助
（
１
世
帯
で
３

年
に
つ
き
１
器
ま
で
）
▽
補
助

の
期
間
＝
平
成
16
年
３
月
31
日

ま
で
▽
申
し
込
み
＝
市
役
所
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
、
各
出
張
所

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
領
収
書
（
３
万
円
以

上
は
印
紙
を
張
っ
た
も
の
）
を

添
付
し
て
提
出

市
内
の
小
学
四
年
生
が
描
い

た
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま
す
。

【
10
月
16
日
�
〜
21
日
�
】

▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド

ー
流
山
店
▽
展
示
作
品
＝
全
応

募
作
品

【
11
月
３
日
�
】

▽
場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

（
市
民
ま
つ
り
会
場
内
）
▽
展

示
作
品
＝
入
賞
作
品
８
点

【
11
月
５
日
�
〜
15
日
�
】

▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
▽
展
示
作
品
＝
全
応
募

作
品 ご

み
減
量
化
促
進

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催

ご存知ですか？リサイクル協力店
～新規登録を随時受け付け！～

「リサイクル協力店」とは、牛乳パック、発泡トレーの回収や買い物袋持参の
特典などを積極的に行っているお店で、現在、市内で10店舗（下表参照）が認定
されています。
また、市では、随時リサイクル協力店の募集をしています。認定基準は、次の
①から⑥の要件のうち、１項目以上を実施していることです。
①牛乳パックの回収②食品トレーの回収③買い物袋持参の特典④空き缶の回収
⑤空き瓶の回収⑥ペットボトルの回収

好
評
の
「
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
」

を
今
月
十
二
日
に
江
戸
川
河
川

敷
で
開
き
ま
す
。
本
、
衣
類
、

お
も
ち
ゃ
、
食
器
、
電
化
製
品

な
ど
掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い

の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
は
、
ご
み

減
量
や
資
源
の
有
効
利
用
を
目

的
と
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
で
、
当
日
は
二
百
五
十
店
の

出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
＝
10
月
12
日
�
９
時

〜
14
時
※
雨
天
の
場
合
は
10
月

19
日
�
に
順
延
▽
場
所
＝
江
戸

川
河
川
敷
多
目
的
広
場
（
左
図

参
照
）

至野田 

至
南
流
山 

ガレージ 
セール会場 

流山8丁目 
交差点 

JR武蔵野線 至松戸 

流山橋 

県道松戸野田線 

江
戸
川 

至
三
郷 

臭いがなく
可燃ごみも減りました
矢口みどりさん（東深井在住）

広報紙で生ごみ肥料化
処理器購入の補助制度を
知り、１年ほど前に購入
しました。生ごみを処理
器に入れると、約２時間
でサラサラの肥料になる
ので、可燃ごみの量が以
前の３分の１になりまし
た。できた肥料は臭いが
なく、虫が寄ってこない
のでガーデニングに利用
しています。

飲食店や事業所などから出たごみ（事業系一般廃棄物）
は、家庭ごみの集積所に出すことはできません。清掃事
務所「清美園」に直接持ち込むか、市が許可した一般廃
棄物収集運搬業者に依頼して処理をしてください。
また、事業系ごみも家庭ごみと同様に自らによるごみ

の分別が必要になります。分別を徹底し、ごみ減量・資
源化にご協力をお願いします。
□問リサイクル推進課�７１５０－６０８４／清掃事務

所�７１５４－５５０１

事業系のごみは集積所には出せません

ごみ焼却炉を正常に稼働させるため、９月30日から10
月９日までの間、２基ある焼却炉のうち１基がオーバー
ホールのため使用できなくなります。
期間中は、残りの１基を稼働させてごみの焼却にあた

りますが、処理能力が通常の半分になりますので、ごみ
の減量に一層のご協力をお願いします。
□問清掃事務所�７１５４－５５０１

9日まで焼却炉をオーバーホール

資
格
・
求
人

★印のあるものは市主催のものです 

★
市
臨
時
職
員
の
募
集

市
は
、
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
十
八
歳
か

ら
二
十
五
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、

臨
時
職
員
（
選
考
後
か
ら
最
長
で

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
雇
用
）
を

募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
場
所
／
内
容
＝
流
山
市

役
所
／
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ

入
力
作
業
、
一
般
事
務
な
ど
▽
勤

務
時
間
＝
１
カ
月
当
た
り
14
日
以

内
ま
た
は
１
日
当
た
り
５
時
間
30

分
以
内
▽
賃
金
＝
時
給
７
７
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）
▽
応
募
方

法
＝
履
歴
書
、
レ
ポ
ー
ト
（
応
募

の
動
機
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
た
も
の
）
を
人
事
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送
▽
応
募
期
間
＝
10
月
１

日
〜
15
日
（
必
着
）
▽
選
考
方

法
＝
書
類
審
査
選
考
後
、
面
接

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６
０

６
８★

延
長
保
育
の
保
育
士
の
募

集
▽
勤
務
場
所
＝
名
都
借
保
育
所

▽
勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…
７
時

〜
９
時
、
16
時
〜
18
時
30
分
／
土

曜
…
７
時
〜
８
時
30
分
、
11
時
30

分
〜
18
時
30
分

□問
名
都
借
保
育
所
�
７
１
４
４

―

１
２
２
８

★
平
成
十
四
年
度
第
一
回
都

市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
10
月
４
日
�
９
時
30

分
（
傍
聴
受
け
付
け
）
〜
▽
場

所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝
流
山
都
市

計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
つ
い
て

ほ
か□問

都
市
計
画
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

★
平
成
十
四
年
度
第
二
回
福

祉
施
策
審
議
会

▽
日
時
＝
10
月
15
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内
容
＝

流
山
市
高
齢
者
総
合
計
画
の
骨
子

案
に
つ
い
て
ほ
か

□問
社
会
福
祉
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

★
市
民
委
員
会

▽
日
時
＝
10
月
５
日
�
10
時
〜

12
時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内

容
＝
市
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
３

施
策
会
議
　傍聴可

▽日時＝10月11日�10時30分～12時▽場所＝文化会館▽テーマ＝
牛乳パックと空き箱で簡単工作しよう！▽持ち物＝牛乳パック（箱
のまま）、ハサミ▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ

保育ボランティア「ひだまり」のメンバーといっしょに、遊んだ
り子育ての話などしてみませんか。
▽日時＝10月１日・22日いずれも火曜10時～11時30分▽場所＝文

化会館▽参加費＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問文化会館�７１５８－３４６２

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場

充電式電
池リサイク
ルBOX

流山市充電式電池リサイクル協力店一覧表 
名　称 

�マツヤデンキ　南流山店 

流山トントンランド 

三菱建設�　江戸川台寮 

	ケーヨーテクノ　愛品倶楽部 

トステムビバ　江戸川台店 

イトーヨーカドー　流山店 

カメラのきむら　南流山店 

�コイデカメラ　流山野々下店 

住　所 

南流山3-1-11 

十太夫108-6 

江戸川台東3-3-3 

三輪野山643-1 

美原2-3-1 

流山9-800-2 

南流山6-33-7 

野々下6-1038-1

電話番号 

7158-6520 

7155-0296 

7153-9101 

7159-1264 

7153-7011 

7158-5211 

7157-7725 

7141-0247

【平成14年5月15日現在】 

注1：ビール瓶のみ実施　注2：市実施のペットボトル回収協力店 

①牛乳パッ 
クの回収 

②トレー 
の回収 

③買い物袋 
持参の特典 

④空き缶 
の回収 

⑤空き瓶 
の回収 

⑥ペットボ 
トルの回収 

⑦簡易包 
装の実施 

⑧エコマーク 
付商品の販売 

⑨環境にやさし 
い商品の販売 

⑩リサイクル 
製品の販売 

⑪レジ袋に協 
議済袋を導入 

　流山市リサイクル協力店一覧表 

イトーヨーカドー流山店 
ヨークマート平和台店 
コープのだ生協流山店 
マルエツ　みやぞの店 
マルエツ　初 石 店 
マルエツ　江戸川台店 
京北スーパー江戸川台店 
東 武 ス ト ア 初 石 店  
主婦の店いずみ江戸川台店 
生活協同組合ちばコープ  
ミ ニ コ ー プ 南 流 山 店  

店　舗　名 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注1○ 

注1○ 

 

 

注1○ 

 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

注2○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
０
―

６
０
８
４

子育てサロン

ひだまりルーム



平成14年10月１日（火曜日） （６）第１０２７号

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

10／12�
江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

野々下児童センター
�７１４５－９５００

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

トントンクラブ
「カンポックリ作り」

わくわく広場
（葉脈のしおり作り）

10／19� ドッジボール大会

10／19� 卓球大会

マンカラ大会

10／12� 卓球大会

10／26�
ハンターゲームと
焼き芋会

10／12�

10／12�

沼 　 南 　 町
沼南まつり
▽日時＝10月20日�９時～16時▽場所＝沼南町役場周辺▽内容＝野
菜・果物・商工業製品の展示即売、パレード、模擬店、特設ステージで
の催しなど▽入場料＝無料※当日は会場周辺が交通規制となります
□問沼南まつり実行委員会�７１９１－２８０３

このコーナーは、近くのまちで行われる催
し物の情報を皆さんにお知らせするため、毎
月掲載しています。
近くまで出かけたときなどに「ぶらっ」と
立ち寄ってみてはいかがですか。

２００２　ストリートコレクションＫＡＳＨＩＷＡ
▽日時＝10月13日�13時～▽場所＝サンサン広場特設ステージ▽内
容＝第１部…柏ストリートファッションコンテスト、第２部…柏ストリ
ートファッションショー
□問柏市商工課�７１６７－１１４１

津軽三味線　高橋竹童演奏会
▽日時＝12月１日�15時（開演）～▽場所＝野田市文化会館▽予定曲
目＝三味線じょんがら、津軽三下り～津軽音頭、風の盆（胡弓）など▽
入場料＝1,300円（税込み）▽チケット販売場所＝野田市文化会館ほか
□問野田市文化会館�７１２４－１５５５

柏 　 　 　 市

野 　 田 　 市

★
体
験
学
習
「
押
し
花
親
子
教

室
」▽

日
時
／
場
所
＝
①
10
月
19
日

�
10
時
〜
12
時
／
文
化
会
館
②
10

月
19
日
�
14
時
〜
16
時
／
北
部
公

民
館
③
11
月
２
日
�
10
時
〜
12

時
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー
④
11
月
２

日
�
14
時
〜
16
時
／
東
部
公
民
館

▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
生
以
上
の

子
と
そ
の
親
／
各
20
組
（
多
数
抽

選
）
▽
受
講
料
＝
１
０
０
０
円

（
１
組
）
▽
持
ち
物
＝
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

ハ
サ
ミ
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
押
し
花
親
子
教
室
」
希
望

日
・
会
場
名
、
住
所
、
親
子
の
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
10
月
11
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
一
丁
目
16
―
２
文
化
会
館

へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
組
。

重
複
申
し
込
み
は
不
可

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２

★
ふ
る
さ
と
入
門
講
座
「
流
山

今
は
昔
コ
ー
ス
」

▽
期
日
／
テ
ー
マ
＝
①
10
月
12

日
�
／
利
根
運
河
に
か
か
わ
っ
た

二
人
の
人
物
②
10
月
26
日
�
／
江

戸
川
の
舟
運
と
水
利
用
③
11
月
６

日
�
／
見
学
会
…
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
（
市
社
会
教
育
バ
ス
利
用
）

④
11
月
９
日
�
／
坂
川
の
付
け
替

え
と
導
水
事
業
▽
場
所
／
時
間
＝

①
②
④
…
中
央
図
書
館
／
13
時
30

分
〜
③
…
文
化
会
館
（
集
合
）
／

９
時
〜
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

45
人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
相
原

正
義
さ
ん
（
元
北
海
道
教
育
大
学

教
授
）
▽
受
講
料
＝
無
料
（
③
の

み
入
館
料
３
５
０
円
）
▽
申
し
込

み
＝
10
月
１
日
か
ら
電
話
で
市
立

博
物
館
へ

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
文
学
散
歩

▽
期
日
＝
10
月
26
日
�
※
雨
天

決
行
▽
集
合
場
所
／
集
合
時
間
＝

文
化
会
館
／
８
時
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
40
人
（
多
数
抽
選
）

▽
行
き
先
／
テ
ー
マ
＝
佐
原
市
／

水
郷
文
学
散
歩
〜
佐
原
を
訪
れ
た

文
人
墨
客
の
後
を
た
ど
っ
て
▽
講

師
＝
下
平
武
治
さ
ん
（
江
戸
川
短

期
大
学
教
授
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
入
館
料
４
５
０
円
、
昼
食
代
１
０

０
０
円
は
自
己
負
担
）
▽
申
し
込

み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
文
学
散
歩

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
（
返
信
用
に
も
住

所
、
氏
名
を
記
入
）
し
、
10
月
９

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
一
丁
目
１
２

２
５
―
６
流
山
市
立
中
央
図
書
館

へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
人
。

重
複
申
し
込
み
は
不
可

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９
―

４
６
４
６

★
子
育
て
講
演
会

▽
日
程
／
場
所
／
テ
ー
マ
＝
①

10
月
29
日
�
／
赤
城
児
童
セ
ン
タ

ー
／
親
子
で
遊
ぼ
う
わ
ら
べ
歌
②

10
月
31
日
�
／
野
々
下
児
童
セ
ン

タ
ー
／
安
全
で
楽
し
い
食
事
③
11

月
８
日
�
／
向
小
金
児
童
セ
ン
タ

ー
／
乳
幼
児
期
に
大
切
な
子
育
て

に
つ
い
て
④
11
月
11
日
�
／
思
井

児
童
セ
ン
タ
ー
／
子
ど
も
の
自
立

と
親
の
子
離
れ
⑤
11
月
13
日
�
／

駒
木
台
児
童
館
／
親
子
の
正
し
い

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
取
り
方
⑥
11
月

29
日
�
／
江
戸
川
台
児
童
セ
ン
タ

ー
／
強
い
心
と
身
体
に
な
あ
れ
⑦

11
月
15
日
�
／
十
太
夫
児
童
セ
ン

タ
ー
／
子
ど
も
の
上
手
な
関
わ
り

か
た
▽
時
間
＝
い
ず
れ
も
９
時
45

分
〜
11
時
30
分
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
幼
児
を
持
つ
親
／
50

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
各
児
童

館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

□問
各
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー

（
電
話
番
号
は
下
表
「
児
童
館
・
セ

ン
タ
ー
今
月
の
催
し
物
」
参
照
）

★
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
講
座

▽
内
容
／
日
程
＝
楽
し
く
学
べ

る
社
交
ダ
ン
ス
／
10
月
５
日
〜
12

月
７
日
の
土
曜
（
11
月
23
日
を
除

く
全
９
回
）
い
ず
れ
も
13
時
〜
15

時
▽
場
所
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在

勤
の
方
／
20
人
（
先
着
順
）
▽
講

師
＝
恩
田
勁
さ
ん
▽
受
講
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
10
月
１
日
か
ら

電
話
ま
た
は
直
接
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
へ

【
各
種
サ
ー
ク
ル
会
員
の
募
集
】

▽
サ
ー
ク
ル
／
活
動
日
＝
①
写

真
／
第
２
火
曜
、
第
３
日
曜
②
着

付
け
／
第
１
・
３
水
曜
③
気
功
太

極
拳
／
第
１
・
２
・
３
水
曜
④
フ

ラ
メ
ン
コ
／
第
１
・
３
金
曜
⑤
ス

ペ
イ
ン
語
／
毎
週
月
曜
（
月
４
回
）

⑥
社
交
ダ
ン
ス
／
毎
週
木
曜
（
月

４
回
）
⑦
ヘ
ル
ス
ボ
ー
ル
と
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
／
毎
週
木
曜
（
月
４

回
）
⑧
草
木
染
め
／
第
３
火
曜
⑨

韓
国
語
会
話
／
第
２
・
４
金
曜
▽

時
間
＝
一
部
を
除
き
18
時
50
分
〜

20
時
50
分
※
各
サ
ー
ク
ル
月
会
費

あ
り
。
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�
７
１

５
９
―

０
７
９
８
（
月
〜
金
曜
13

時
〜
20
時
、
土
・
日
曜
９
時
〜
16

時
）太

極
拳
講
習
会

▽
日
程
／
時
間
＝
10
月
13
日
〜

12
月
15
日
の
日
曜
（
全
10
回
）
い

ず
れ
も
19
時
〜
20
時
30
分
▽
場

所
＝
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

▽
対
象
／
定
員
＝
15
歳
以
上
の
勤

労
者
と
市
民
（
学
生
は
除
く
）
で

未
経
験
者
や
初
心
者
／
25
人
（
多

数
抽
選
）
▽
受
講
料
＝
１
０
０
０

円
▽
持
ち
物
＝
運
動
で
き
る
服
、

運
動
靴
、
タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝

10
月
５
日
�
10
時
に
流
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
窓
口
へ

□問
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―

５
７
０
１

水
墨
画
講
習
会

▽
日
程
／
時
間
＝
10
月
12
日
〜

12
月
14
日
の
土
曜
（
11
月
９
日
・

16
日
を
除
く
）、
11
月
５
日
・
19
日

の
火
曜
（
全
10
回
）
／
い
ず
れ
も

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝

流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対

象
／
定
員
＝
15
歳
以
上
の
勤
労
者

と
市
民
（
学
生
、
前
回
受
講
者
を

除
く
）
で
未
経
験
者
や
初
心
者
／

20
人
（
多
数
抽
選
）
▽
受
講
料
＝

２
０
０
０
円
（
教
材
費
）
▽
持
ち

物
＝
筆
、
墨
、
硯
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
10
月
５
日
�
11
時
に
流
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
窓
口
へ

□問
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―

５
７
０
１

★
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
開
館
一

周
年
記
念
「
笹
岡
了
一
と
流
山
」

展
▽
期
間
＝
10
月
10
日
�
〜
31
日

�
（
月
曜
休
館
※
14
日
は
開
館
、

15
日
は
休
館
）
▽
内
容
＝
笹
岡
了

一
さ
ん
の
油
絵
作
品
、
資
料
、
教

え
子
の
作
品
な
ど
の
展
示
▽
入
場

料
＝
無
料

□問
市
立
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
平
和
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
展

▽
期
間
＝
10
月
１
日
�
〜
９
日

�
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
内
容
＝
市
内
の
小
学
生
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
「
平
和
に
関
す

る
ポ
ス
タ
ー
」
作
品
の
展
示
▽
入

場
料
＝
無
料

□問
企
画
経
営
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ
ン
サ
ー

ト
▽
日
時
＝
10
月
６
日
�
13
時
30

分
（
開
場
）
〜
▽
場
所
＝
森
の
図

書
館
▽
テ
ー
マ
＝
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ

ョ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
▽
曲
目
＝

オ
ー
ド
リ
ー
、
サ
マ
ー
ほ
か
７
曲

▽
出
演
＝
内
藤
雅
子
さ
ん
、
原
田

百
合
絵
さ
ん
、
渡
辺
郁
乃
さ
ん
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
定
員
＝
80
人

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５
２
―

３
２
０
０

第
８
回
オ
セ
ロ
大
会
（
東
部
地

区
）▽

日
時
＝
10
月
27
日
�
９
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
東
部
公

展
　
示

映
画
・
公
演

大
会
・
試
合

講
座
・
講
演

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
東
・
向
小

金
・
八
木
南
・
長
崎
小
学
校
区
の

小
学
１
〜
６
年
生
／
各
学
年
８
人

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
学
年
ご
と
に

対
戦
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

★
江
戸
川
台
子
ど
も
ル
ー
ム
入

所
児
童
の
募
集

十
一
月
か
ら
入
所
す
る
児
童
を

若
干
名
募
集
し
ま
す
。
両
親
が
共

働
き
な
ど
の
理
由
で
下
校
後
、
家

庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
、
児

童
を
預
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。

▽
対
象
＝
江
戸
川
台
・
西
初
石

小
学
校
区
の
児
童
１
〜
３
年
生
▽

申
し
込
み
＝
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
10
月
10
日
ま
で
に

子
育
て
支
援
課
へ
※
申
込
用
紙
は
、

子
育
て
支
援
課
お
よ
び
江
戸
川
台

子
ど
も
ル
ー
ム
で
配
布

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
２

江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域
懇
談
会

の
結
果
公
開

地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

し
た
河
川
整
備
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
九
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た

「
第
二
回
江
戸
川
左
岸
圏
域
流
域
懇

談
会
」
の
資
料
と
議
事
要
旨
を
公

開
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
10
月
１
日
〜
31
日

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
時

間
＝
９
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
市
河

川
課
、
県
都
市
河
川
課
（
千
葉
市
）、

東
葛
飾
土
木
事
務
所
（
松
戸
市
）、

葛
南
土
木
事
務
所
（
船
橋
市
）、
真

間
川
改
修
事
務
所
（
市
川
市
）
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
都
市
河
川
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
１
５
６

10月の家庭教育講座 
　どなたでも、どの会場でも、お気軽に参加で
きます。なお、受講中の保育（２歳～就学前児）
を希望される方は、開講日の10日前までに申し
込みが必要です。詳細は各会場へ問い合わせを 
日時・会場・ 

申込先電話番号 課題・内容 講　師 

10月3日��
10：00～ 
八木北小学校 
�7154－9101 
（初石公民館） 

「音楽とのふれあい」 
～美しい音楽を 
　　　　聴こう～ 

流山市音楽家協会 
　　　　の皆さん 

「子どもの心の発達」 
～ロールプレイングを 
　　　　してみよう～ 

野田中央小学校 
岡田　美津江　さん 

太極拳指導者 
長澤　典子　さん 

「気功・太極拳に親しむ」 
～健康づくり～ 

10月8日��
10：00～ 
西初石中学校 
�7154－9101 
（初石公民館） 

10月11日��
10：00～ 
北部公民館 
�7153－0567

JFSA事務局長 
西村　光夫　さん 

「パキスタンの子どもたち」 
～古着で学校を建てる 
　　　活動を通して～ 

10月17日��
10：00～ 
中央公民館 
�7158－3462 
（文化会館） 

スポーツインストラクター 
中山　千鶴　さん 

「身体と向き合う時間を」 
～アロマストレッチと 
　リラクゼーション～ 

10月18日��
10：00～ 
南流山センター 
�7159－4511

連休に伴う図書館の休館…10月14日�・15日�
返却ボックスの閉鎖…10月13日�15時から16日�10時まで □問中央図書館�７１５９－４６４６

10月は労働保険適用促進強化月間
「支え合う働くみんなの 労働保険」

労働者を１人でも雇用している事業主は、労働保険（労
災保険・雇用保険）に加入することが法律で義務付けられ
ています。労働保険は、働く人が労働災害を被ったり失業
した時に役立つものです。未手続きの事業主の方は、働く
人や家族が安心できるように、この機会に加入手続きを行
ってください。※詳細は問い合わせを
□問松戸公共職業安定所�０４７－３４８－６１００

そ
の
他
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※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

一彩会絵画展（一彩会主催）＝10月５日
�～13日�10時～17時※５日は13時から、
13日は16時まで、７日・８日は休館、さわ
やかちば県民プラザ（柏市）。入場無料□問矢
嶋�７１５４－５９４８
親子リズム教室（子どもの家わらしこ主
催）＝10月12日、11月９日、平成15年１月
11日、２月８日いずれも土曜９時30分～11
時、子どもの家わらしこ。参加費１回500円
□問子どもの家わらしこ�７１５０－２６５
４
第131回鑑賞例会（人形劇）「ぱぴぷぺぽ
劇場」（流山おやこ劇場主催、市教委後
援）＝10月19日�14時～、初石公民館。入
場料大人1,000円、子ども700円（４歳以上）
□問流山おやこ劇場（加藤）�７１５２－０
４４６
ジュリアン・ヴァヌット　バイオリン演
奏会（ジュリアン・ヴァヌットバイオリン
演奏会実行委員会主催）＝10月29日�19時
～20時、南流山センター。入場無料□問加藤
�７１５０－６９７６
国連デー・チャリティ・フリーマーケッ
ト（第４回）（国連支援交流協会・流山支部
（愛・Ｐｅａｃｅ）主催）＝10月20日�10時
～12時、美和１号公園。出店料500円□問時任
�７１５９－４９５４
第６回クラシック・ギター発表会＝10月
20日�15時30分～17時、初石公民館。入場
無料□問鈴木�７１５９－４８６０
日本舞踊藤結会発表会＝10月５日�13時
～15時、初石公民館。入場無料□問藤間�７
１５４－１６７７
愛のふれあいチャリティーショー（流山
市カラオケ演芸協会主催）＝10月６日�10
時～17時、文化会館。入場無料□問染谷�７
１４５－３７２８

２００２カントリーダンス・フェスティ
バル（流山カントリーダンス・クラブ主
催）＝10月13日�13時30分～16時、さわや
かちば県民プラザ（柏市）。入場無料□問伊藤
�７１５３－１３５７
オークタウン秋のコンサート（オークタ
ウン自治会主催）＝10月12日�14時～15時
30分、森の図書館。入場無料□問飯島�７１
５３－３２０８
更年期とアロマテラピー（アロマテラピ
ーを楽しむ会主催）＝①10月10日�～、北
部公民館②10月17日�～、初石公民館※い
ずれも10時～11時30分（全６回）。参加費１
回1,500円□問登�０９０－６１７３－１２４
０
第５回夢陶会作陶展＝10月５日�・６日
�10時～16時、南流山センター。入場無料
□問松原�７１５９－０３００
名作映画鑑賞会「エデンの東」（流山市図
書館ボランティア「栞」主催）＝10月５日
�13時45分（開場）～、森の図書館。入場
無料□問近江�７１５９－９２００

健康ストレッチ体操（女性限定のストレ
ッチ体操）＝毎週木曜10時30分～12時、初
石公民館□問加藤�７１４５－７７６５
いずみ会（書道）＝第１・３金曜10時～
12時、文化会館□問染谷�７１７３－６３５
８
ジュニアジャズダンスクラブ＝毎週水曜
19時～20時30分、豊四季台体育館（柏市）
□問梶山�７１４３－３４５２
粋卓会（卓球）＝毎週月曜10時～12時、

西原体育館（柏市）ほか□問金子�７１５
３－６０２７
楊式気功太極拳　白鶴会＝毎週水曜10時
～11時30分、主に江戸川台福祉会館□問野辺
�７１５２－７０４０
白竜会（卓球中級以上）＝主に毎週金曜
15時～17時、県立柏の葉公園コミュニティ
体育館（柏市）□問岩野�７１５３－４８５
９
初石エアロビサークル＝毎週土曜19時～、
初石公民館□問坂上�７１５３－４３３２
花の会（フラワーアレンジ）＝第３火曜
10時～11時30分、南流山センター□問岡本�
７１５０－００５４
笛と太鼓の会「初」（ジャンベ、篠笛、オ
カリナ、和太鼓）＝第１～３木・土・日曜
13時～18時、初石公民館ほか□問小平�７１
５２－３４６８

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル

雲
は
じ
く
風
を
し
た
が
へ
秋
に
入
る

ぶ
り
か
へ
す
残
暑
恐
れ
ぬ
身
と
な
り
ぬ

降
れ
ば
鳴
き
降
ら
ね
ば
降
れ
と
鳴
く
蛙

あ
く
び
し
て
す
り
寄
る
猫
の
残
暑
か
な

残
照
の
仕
上
げ
て
放
つ
赤
と
ん
ぼ

【
評
】
一
句
目
　
い
よ
い
よ
秋
。
自
然
の
変
化
も
そ
れ
ら
し
い
雰
囲
気
を
醸
し
そ
の
代
表

は
風
。
強
弱
の
影
が
白
秋
の
彩
り
と
な
り
、
こ
の
句
も
上
五
中
七
に
そ
の
働
き
が
あ
る
。

二
句
目
　
ぶ
り
か
え
す
残
暑
と
あ
れ
ば
、
並
の
暑
さ
に
あ
ら
ず
と
い
う
こ
と
。
恐
れ
ぬ
身

と
は
、
日
常
の
生
活
の
正
し
さ
や
態
度
の
確
か
さ
に
掛
か
る
。
そ
こ
に
強
さ
が
表
出
す

る
。
三
句
目
　
調
べ
が
面
白
い
。
蛙
の
い
か
に
も
あ
り
そ
う
で
、
あ
る
景
色
で
あ
る
。
蛙

の
身
勝
手
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
詠
草
に
俳
味
が
あ
り
、
自
然
の
姿
が
伝

っ
て
来
る
。
四
句
目
　
こ
の
句
暑
さ
に
倦
ん
だ
猫
の
姿
態
が
滑
稽
で
あ
る
。
す
り
寄
ら
れ

る
人
間
の
方
は
迷
惑
と
い
う
も
の
。
五
句
目
　
秋
の
野
の
絶
景
。
大
景
と
蜻
蛉
の
小
の
対

比
に
妙
味
が
感
じ
ら
れ
る
。

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
安

野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

こ
う
の
す
台
　
狼
　
　
　
司

西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

笛
の
音
で
瞬
時
に
動
き
出
来
上
が
る
組
体
操
は
勇
を
鼓
し
た
り

美
　
　
　
原
　
森
口
　
　
杏

初
孫
の
帰
り
し
朝
に
ガ
ラ
ガ
ラ
玩
具
ぽ
つ
ね
ん
と
一
つ
転
が
り
て
お
り

名
　
都
　
借
　
佐
藤
　
清
子

更
新
の
自
動
車
免
許
証
身
の
証
し
に
老
い
い
と
お
し
み
天
分
果
す

野
　
々
　
下
　
戸
部
　
三
郎

【
評
】
森
口
氏
　
校
庭
に
響
き
わ
た
る
笛
の
音
に
競
技
の
一
つ
の
花
、
組
体
操
、
透
明
な
心
の

呼
吸
は
、
一
瞬
の
緊
張
感
と
微
妙
に
と
け
合
っ
て
、
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
活
写
さ
れ
て
い
る
。
結

句
「
勇
を
鼓
し
た
り
」
の
慣
用
句
も
、
よ
く
据
わ
り
実
感
に
強
み
を
加
え
、
体
育
祭
の
ひ
と
こ

ま
が
、
一
直
線
に
迫
っ
て
く
る
。
佐
藤
氏
　
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」（
原
作
に
玩
具
を
付
加
し
た
）
を

置
き
忘
れ
た
孫
へ
の
思
い
、
す
き
間
風
の
味
気
な
さ
を
、
玩
具
を
わ
が
身
に
置
換
え
て
懐
か
し

む
味
わ
い
深
さ
で
あ
る
、「
淋
し
」「
悲
し
」
の
主
観
語
を
省
い
た
事
は
お
手
柄
。
戸
部
氏
　
自

動
車
運
転
に
挑
戦
し
、
己
へ
の
能
力
、
職
分
、
地
位
へ
の
無
限
の
可
能
を
満
た
し
な
が
ら
、
老

へ
の
労
わ
り
を
息
吹
と
し
つ
つ
、
味
わ
い
深
さ
は
、
生
涯
現
役
の
た
の
も
し
さ
で
あ
る
。

海
鳴
り
の
向
こ
う
に西

初
石
　
山
田
　
良
光

沖
へ
泳
い
で
い
っ
た
き
り

帰
っ
て
こ
な
い
弟
の
名
を
呼
ん
で

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
は
風
に
と
ぎ
れ
る

人
影
が
ま
ば
ら
な
夕
映
え
の
浜
に

波
が
寄
せ
て
き
て
は
騒
い
だ

不
安
と
恐
怖
に
脅
え
な
が
ら

私
は
波
の
向
こ
う
の

雲
間
に
残
る
明
か
り
ば
か
り
を
見
て
い
た

弟
は
素
知
ら
ぬ
顔
で
家
に
帰
り

い
つ
も
の
暮
ら
し
が
戻
っ
て
い
た

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
私
の
胸
に

海
鳴
り
の
ざ
わ
め
き
と
脅
え
が
残
る

う
ね
り
の
向
こ
う
の
明
か
り

雲
に
魅
せ
ら
れ
て
漂
う
舟

浜
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は

波
間
に
さ
ら
わ
れ
た

私
の
名
を
呼
び
続
け
て
い
る

【評】アナウンスされ続ける私の名とは、不安と恐怖に
脅える弟に成り代った私の記憶の痕跡である。人は自分

と同化することでしか、他者の受けた恐怖を想像し引き

受けることができないが、想像し記憶されたものは事実

と離れて生き永らえてしまうのだ。想像力の不思議な魅

力であり、詩の誕生する所以でもある。そういう誰もが

経験する心の真実をこの詩は語っているのではないだろ

うか。

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、
各公民館、南流山センター、森の図書館、各福祉
会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必要事
項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベン
ト掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、
開催日時・場所、問い合わせ先です。また、内容
の確認は当事者間でするようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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原
稿
は
直
接
選
者

へ
お
送
り
く
だ
さ

い

Vol.6
いつまでも色艶やかに
トーテムポールを守り続けて

近
こん

藤
どう

貞
さだ

男
お

さん （宮園在住）

近
藤
貞
男
さ
ん
は
、
総
合
運
動

公
園
に
あ
る
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の

補
修
作
業
を
行
っ
て
い
る
「
流
山

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
制
作
者
交
流
会
」

の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

公
園
内
の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
は
、

平
成
三
年
に
開
催
さ
れ
た
「
91
流

山
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
国
際
大
会
」

で
、
市
内
の
小
・
中
学
校
や
多
く

の
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
制
作
さ

れ
約
十
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

近
藤
さ
ん
た
ち
が
休
日
を
利
用
し

て
行
っ
て
い
る
補
修
作
業
に
よ
り
、

今
も
色
艶
や
か
な
状
態
に
保
た
れ
、

公
園
に
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

近
藤
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
、
千

葉
県
観
光
協
会
か
ら
も
評
価
さ
れ
、

平
成
十
一
年
に
千
葉
県
観
光
功
労

表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤
さ
ん
は
「
こ
れ
だ
け
多
く

の
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
が
連
立
す
る

場
所
は
他
に
は
類
を
見
ず
、
流
山

市
の
貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
少

し
で
も
長
く
保
存
で
き
る
よ
う
、

交
流
会
の
仲
間
た
ち
と
力
を
合
わ

せ
て
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
、
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

’

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
／
場
所
＝
①
10
月
５
日

�
10
時
〜
／
思
井
福
祉
会
館
②
10

月
６
日
�
９
時
30
分
〜
／
東
深
井

福
祉
会
館
▽
内
容
＝
①
利
用
団
体

に
よ
る
踊
り
、
詩
吟
、
歌
謡
の
発

表
。
書
道
、
絵
画
、
写
真
の
展
示

な
ど
②
利
用
団
体
に
よ
る
民
謡
、

踊
り
、
詩
吟
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
発

表
。
手
工
芸
品
、
絵
手
紙
の
作
品

展
示
な
ど
※
当
日
は
入
場
無
料
で

自
由
に
参
加
で
き
ま
す

□問
思
井
福
祉
会
館
�
７
１
５
９

―

５
６
６
６
／
東
深
井
福
祉
会
館

�
７
１
５
５
―

３
６
３
８

★
「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

（
成
人
式
）

▽
日
時
＝
平
成
15
年
１
月
13
日

�
10
時
30
分
〜
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
＝
昭
和
57
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
※
対
象
者
に
は
、
12

月
中
に
案
内
状
を
郵
送
す
る
予
定

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

人
形
供
養
会

壊
れ
た
り
不
用
と
な
っ
た
人
形

に
感
謝
し
、
お
焚
き
上
げ
を
す
る

も
の
。

▽
日
時
＝
10
月
12
日
�
９
時
30

分
（
受
け
付
け
）
〜
▽
場
所
＝
成

顕
寺
（
駒
木
）
▽
そ
の
他
＝
人
形

は
ケ
ー
ス
を
外
し
て
持
参
。
中
が

ウ
レ
タ
ン
の
縫
い
ぐ
る
み
や
陶
器
、

ガ
ラ
ス
製
の
人
形
は
、
供
養
は
し

ま
す
が
持
ち
帰
り
を

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
５県

営
住
宅
の
入
居
者
の
募
集

▽
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
�
〜

15
日
�
▽
申
し
込
み
＝
市
都
市
計

画
課
に
あ
る
応
募
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
千
葉
県
ま
ち
づ

く
り
公
社
へ
（
応
募
ハ
ガ
キ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
空
き
家
一
覧
表
は
、

市
都
市
計
画
課
で
10
月
１
日
か
ら

配
布
）
※
申
し
込
み
資
格
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
	
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社

�
０
４
３
―

２
２
２
―

９
１
８
２

第
九
回
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

▽
日
時
＝
10
月
12
日
�
13
時
30

分
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
内

容
＝
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
方
お
よ
び
平
成
14
年
度
地
域

ぐ
る
み
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰

な
ど
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
�

７
１
５
９
―

４
７
３
５

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
を
展

開
「
あ
な
た
の
ま
ち
の
幸
せ
の
た

め
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
月

一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

十
月
一
日
�
・
二
日
�
・
五
日
�

に
は
、
市
内
の
駅
前
な
ど
で
街
頭

募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

□問
千
葉
県
共
同
募
金
会
流
山
市

支
会
�
７
１
５
９
―

４
７
３
５

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
　
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

▽
日
時
＝
10
月
６
日
�
10
時
〜

▽
場
所
＝
廣
池
学
園
（
柏
市
）
▽

内
容
＝
「
育
て
よ
う
感
謝
と
思
い

や
り
の
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
涯

学
習
展
示
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報

の
展
示
、
各
種
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
▽
参
加
費
＝
無
料

□問
	
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
�
７

１
７
３
―

３
１
１
１

千
葉
県
最
低
賃
金
の
改
正

千
葉
県
内
で
事
業
を
営
む
使
用

者
お
よ
び
労
働
者
（
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

地
域
別
最
低
賃
金
「
千
葉
県
最
低

賃
金
」
が
平
成
十
四
年
十
月
四
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

▽
時
間
額
＝
６
７
７
円
（
従
来

は
６
７
６
円
。
今
回
か
ら
地
域
別

最
低
賃
金
は
時
間
額
の
み
と
な
り

ま
す
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
千
葉
労
働
局
賃
金
室
�
０
４

３
―

２
２
１
―

２
３
２
８

第23回流山市展（流山市美術家協会

主催）の入賞作品（絵画）を展示しま

す。

□問生涯学習課�７１５０－６１０６

市民ギャラリー 今月の展示

第23回流山市展入賞作品展

１日�～９日�
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流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

流山小の5年生が稲刈りに挑戦
給食で食べる新米が楽しみです

「実りの秋」の到来です。ことしの5月7日に
新川耕地の休耕田を借りて、流山小学校の5年生
が田植えをした稲も見事に実りました。9月9日、
いよいよ稲刈りの日を迎えて、早朝から子どもた
ちの元気な声が聞こえてきます。時折、小雨がぱ
らつく中、子どもたちは片手で額の汗をぬぐいな
がら、中腰の姿勢から小さな手で稲をひとつかみ。
使い慣れないかまを慎重に使い、「ザクッ」と丁
寧に稲を刈り取りました。取れたお米は、給食の
時間にいただいたり、福祉施設へ贈られるそうで
す。

北
海
道
の
「
流
山
温
泉
」
か
ら

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
が
や
っ
て
来
た

北海道の大沼国定公園がある七飯町東大沼にことしの4月「流山温
泉」が誕生しました。この同じ「流山」が縁となり、8月30日に流
山温泉を運営しているＪＲ北海道グループ・北海道企画開発�の菅
野光洋社長が、市長を表敬訪問しました。また、流山温泉周辺にダ
チョウ広場があることから、ダチョウの卵が市に贈呈されました。
流山温泉の名前の由来は、駒ヶ岳の噴火によってできた小さな山の
ことを地元では「流山」と呼んでいたことと、この施設をプロデュ
ースした彫刻家として有名な流政之さんの名前にちなんで、「流山温
泉」になりました。北海道を訪れて、ゆっくりと雄大な風景を眺め
ながら、温泉に入るのもいいですね。

夏
の
暑
い
時
期
に
は
木
陰
を
つ

く
り
、
初
夏
に
は
新
緑
、
秋
に
は

紅
葉
と
、
季
節
感
を
演
出
し
、
生

活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
身
近

な
緑
│
│
街
路
樹
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
こ
れ
ま
で
き
れ
い
な
花

を
咲
か
せ
て
い
た
サ
ル
ス
ベ
リ
に

代
わ
り
、
イ
チ
ョ
ウ
や
ト
ウ
カ
エ

デ
な
ど
が
美
し
い
紅
葉
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
十
月
は
「
都
市
緑
化

月
間
」。
散
歩
の
と
き
な
ど
に
ち

ょ
っ
と
足
を
止
め
て
、
木
々
の
観

賞
を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

― 東深井小学校 ― 
第６回  

紅葉の旅ツアー
－バスで行く相馬ユートピア－

流山ロードレース大会・東葛駅伝大会
交通規制にご協力を

▽日時＝10月27日�14時～16時（13時開場）▽場所＝文化会館▽内容＝
「家族の絆・やっぱいっしょがええなあ」をテーマにした講演会▽講師＝大
野勝彦さん（「やまびこ塾」主宰）▽参加費＝無料▽申し込み＝往復ハガキ
に住所、代表者名、電話番号、参加人数を明記し、10月20日までに〒２７
０－０１７１流山市上貝塚２０２－１（社）流山青年会議所事務局へ（１
枚のハガキで５人まで申し込み可）
□問 �流山青年会議所事務局�７１５９－３９４９

▽日程＝11月9日�～10日�▽コース＝１日目…文化会館（7:00）－東部
公民館（7:20）－南流山センター（7:40）－江戸川台駅西口千葉銀行前
（8:00）－流山ＩＣ―夏井川渓谷（散策・昼食）―相馬ユートピア泊　２日
目…相馬ユートピア―小名浜（自由昼食・買い物）―流山▽定員＝30人（最
少催行人員）▽その他＝３人以上のご家族・グループの場合は、１室ご利
用になれます。ただし、申し込み状況により変更の場合あり。２人１室を
ご希望の方は相談を▽申込締切＝10月24日�定員になり次第締め切り▽企
画＝�流山相馬ふるさと振興公社▽後援＝流山市▽主催＝京王観光（国土
交通大臣登録旅行業第10号）▽申し込み＝電話で京王観光松戸セールスセ
ンター（�０４７－３６６－１５１１）へ
□問コミュニテｲ課�７１５０－６０７６

特典１　相馬特選おみやげ付き　

特典２　夕食時ビール１本またはジュース２本付き

【流山ロードレースの交
通規制】
▽日時＝10月13日�11時～
12時10分▽規制区間＝市総
合運動公園周辺（右図参照）
□問スポーツ振興課�７１
５９－１２１２
【東葛駅伝の交通規制】
▽日時＝10月19日�（荒
天の場合は20日）10時～11時30分▽規制区間＝八木南小前―市総合運動公
園―茂侶神社―西栄寺―南Ｔ字路―運河
□問指導課�７１５０－６１０５

季 節 を 感 じ さ せ て く れ る 身 近 な 街 路 樹
秋には紅葉を楽しみながら散歩してみては

市  

外 

市  

民 

60歳以上 
60歳未満 
 中学生以下 
 〃（お子様料理）

20,500円 
21,000円 
19,000円 
18,000円 

大人 

中学生以下 

〃（お子様料理） 
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サルスベリの街路樹（野々下地区）
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第24回市民まつり 大野勝彦さん記念講演 
「家族の絆・やっぱいっしょがええなあ」をテーマに 


